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　自分が本当にやりたいことを実現でき、それが
事業や社会にも貢献できていることは、難しいこと
かもしれませんが非常に重要です。長い会社生活
の中では楽しい事だけでなく、辛い事や失敗の連
続など楽しくないことも多々あります。そんな中で
自分が本当にやりたいことをできていれば多少の
困難も苦ではありません。またこれらを達成できて
いると仕事に対して高いモチベーションをキープ
でき、大きな成果を出すことができます。ここで大
切なことは、まず自分の欲求が何かを知ることだと
思います。意外とこれに気がついていない人もい
るかもしれません。たとえばグローバルで新しい事
業を企画したい、大好きな○○商品を開発したい
など、できれば具体的に。そしてやりたいことが実
現できる会社や職場を探し、日々の仕事の中から
それを見つけ出すことです。もう１つ大切なこと
は、自分がやりたいことを実現することによって、
社会や事業に対してどれだけ貢献できるのかを知
ることだと思います。どんな仕事にも意味があり誰
かの役に立っているはずなので、これを確認する
ことから始めます。上記を両立できていることを確
認できれば、きっと仕事が楽しくなると思います。

　１年前と今の自分を比較した時に少しでも成長
したと言えるようにすることも大切です。学生のみ
なさんは日々、勉強や研究などで新しいことを学
習していますが、社会へ出ると日々の忙しさに追わ
れて目の前の業務をただこなすだけに陥りがちで
す。一方で、たとえスピードはゆっくりでも、少しず
つの積み重ねが数年後には大きな力となります。
基盤PPのテーマでも機械学習を用いてデバイス

の革新構造を導出する方法を開発しており、生物
の進化過程を模擬することで世代の経過にともな
いデバイス構造が少しずつ進化していく様子とちょ
うど重なります。さらに本テーマは基盤PPを担当し
てから何年も継続していますが、過去の学生のみな
さんの努力と英知のおかげで少しずつ技術が進歩
して、今では人の勘や経験を上回る革新構造を導
出することができ、様々な商品に応用展開されるま
で成長しました。ここで大切なことは新しいことに
チャレンジすることと、少しずつでも継続することだ
と思います。昨年より今年、今年よりも来年の気持
ちで。これを実行するには少し苦労は必要かもしれ
ませんが、最後まであきらめないことです。

　どれだけ成功をおさめても自分の力だけではない
と考えて、周囲の人や先人に感謝する気持ちを忘
れないでください。おそらく今の自分が在るのは、お
世話になった人たちの協力や過去の人たちが残し
てくれた遺産のおかげだと思います。自分一人でで
きることは限られています。そしてこれを忘れなけれ
ば周囲の人が、さらに協力してくれるでしょう。過去
があって今が在るはずです。

　毎年、基盤PPの授業では学生さんと一緒にテー
マを進めていく中で、教えるというよりも一緒に学
習をさせてもらっています。そして授業の成果によっ
て技術を進化させることができ、実際の商品にも応
用することで事業にも貢献できました。基盤PPは自
分にとっても大切な学習の場であり、今後も継続で
きれば幸いです。また、この場をお借りして基盤PP
の場を与えていただいた先生方や会社の上司、そ
して結果を出すために努力をしてくれたパナ１班の
学生の皆さんに感謝申し上げます。

　この９月から５か月間の予定で、デンマークの

オルボー大学（Aalborg University）へ留学する

ことになった菅沼研博士３年の高悦です。オル

ボー大は、デンマークの主要産業の一つである

風力発電技術開発のメッカです。ちょうど１０月

初めにオルボーで European Symposium on 

Reliability of Electron Devices, Failure 

Physics and Analysisという国際学会が開催

されました。この国際学会は30年近くの歴史を持

ち、マイクロエレクトロニクス、オプトエレクトロニ

クス、パワーエレクトロニクスおよび宇宙エレクト

ロニクスの材料、デバイス、回路などの信頼性に

関する最新の研究開発および将来の方向性を

焦点としています。既存の技術だけでなく、次世

代の半導体アプリケーションの信頼性を開発す

るためのヨーロッパのプラットフォームを提供して

いる代表的な会議になります。私の現地指導者

であるFrancesco Iannuzzo教授は主催者です

ので、幸運にも私はボランティアとして会議に参

加できました。

　私の仕事はいわゆるクロークですが、休憩の

時間に会議を自由で見学できました。会議名が

European Symposiumですが、日本、中国やイ

ンドからの参会者は数多く見られました。そして、

一階に設置された展示には、世界の先端半導体

開発会社の多くの製品がデモされていました。大

阪大学からは、研究室の先輩や先生もこの会議を

講演者として参加しました。四日間の会議の間、皆

でデンマークの食事を満喫出来ました。デンマーク

の主要な食事はパンとお肉で、ご飯は無いのです

が美味しです。レストランの肉類と野菜の価格はほ

ぼ同じですが、飲み物はめっちゃ高いです。たとえ

ば食べ放題の価格は128DKK（約2500円）で日本

とさほど変わりませんが、ビンビールは48DKK（約

840円）もします。これから寒い期間に4ヶ月ほど過

ごしますが、飲み過ぎは無いと思います。

海外滞在報告

2012年から大阪大学大学院工学研究科 知能・機能創成工学専攻より基盤PPの非常勤講師を担当しております。
パナソニックに入社して20年目となり、社会人としてちょうど折り返し地点です。
今までの経験から重要だと感じ、これからも大切にしていきたいことを紹介します。
これから社会へ羽ばたく学生のみなさんの参考になれば幸いです。
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 大切にしていきたいこと



　機械工学・材料工学においてはミクロな結晶構造から巨
大な宇宙構造物まで様々な構造において空間的な周期構
造が見出され，そこに出現するダイナミクスは構造物の特性
に大きな影響を与えます。これらの構造物は全く異なるスケ
ールを持っていますが，モデル方程式は類似した形式をとる
ことがしばしばあり，そのダイナミクスを同じ手法を用いて解
析することが可能です。私たちはこのようなダイナミクスの中
でも特に非線形ダイナミクスに着目して，新しい観点からの現
象の理解，モデリング手法の構築を目指して研究を進めてい
ます。

■准教授 土井 祐介 doi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

非線形離散動力学研
究室

http://www.nld.a
ms.eng.osaka-u.a

c.jp/

4 5

研究室紹介
●新しいアクチュエータ、センサ、制御に関する教育・研究アクチュエータ・セン
サ技術は未来の科学・産業を支える技術である。本研究室では、ロボット、エレ
クトロニクス、自動車分野をターゲットとして、電磁力を利用した次世代のアク
チュエータ、センサデバイス、非接触動力伝達機構及び制御システムなどメカ
トロニクスの研究を行っている。
●コンピュータ数値解析、
デザイン法に関する教
育・研究アクチュエータ・
センサ等の動作メカニズ
ムの解明にあたり、有限
要素法及び粒子法によ
る電磁場を中心としたマ
ルティフィジクス解析法・
デザイン法に関する研究
を行っている。

　人の運動解析とロボットの運動制御の双方向から、知能
に迫る研究を行っています。人の行動や意志決定は、必ずし
も論理的ではなく、また最適化されたものでもありません─が、
常に合理的でロバストです。それは、人の意志を超えて存在
する物理法則の下で、合目的的に身体を操る行為そのもの
=運動制御が行動を形作っているからです。したがって、知能
の根幹は運動制御にあります。速さ・強さ・正確さといった指
標で測れない、極めて非線形性の強い人間の運動制御を、
数学的に議論し、またそれと相補的に、ソフトウェア・ハードウ
ェアシステム研究も含んだ実用に耐える人型ロボットの開発
に取り組んでいます。

　　

■教授 菅沼 克昭 suganuma@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■准教授 長尾 至成 shijo.nagao@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■助教 菅原 徹 sugahara@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 張 昊 zhanghao@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 陳 テントウ chenchuantong@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 李 財富 licaifu@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 恵久春 佑寿夫 ekubaru＠eco.sanken.osaka-u.ac.jp

環境調和エレクトロ
ニクス実装研究室

http://www.eco.s
anken.osaka-u.ac

.jp/

/

■准教授 杉原 知道 sugihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■准教授 中西 英之 nakanishi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

運動知能研究室
http://www.mi.am

s.eng.osaka-u.ac.
jp/

　現在のメディアには身体性が欠けているので、身体を持つ人間との間には
溝があります。本研究室は、この溝を埋めることによって、人間との共生に適し
たメディアを実現しようとしています。具体的には，身体性を再現できる遠隔会
議システムの研究開発を行っています。今はまだ、身体性の再現が十分ではな
いために、同じ場所に集まって会議を行う必要性が残っています。離れた場所
にいる人の様子を映し出すビデオや、トラッキング技術でとらえた人の動作をリ
アルタイムで反映す
るアバタや、物理的な
実体の動きを使って
迫真性のある動作を
表現できるロボットな
どを組み合わせて、ど
こにいても対面してい
るかのように会話がで
きるメディアの創造を
目指しています。

共生メディア学研
究室

http://smg.ams.
eng.osaka-u.ac.j

p/

■准教授 吉矢 真人 yoshiya@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　第３の手法と呼ばれるコンピューターを用いた計算によるアプローチは、益々
厳しくなる材料に関する社会からのニーズに応えるのみならず、社会へのシーズ
提供を可能にしつつある。
本研究室では、原子レベ
ルから巨視的スケールまで
の計算材料科学的手法を
活用し、実験及び理論との
有機的連携を通じて、既
存の理論に囚われる必要
のない新しい材料設計法
の構築を通じて、新規材料
開発を行っている。

計算材料設計・創成
研究室

http://www.cmd
c.ams.eng.osaka

-u.ac.jp/

■教授 中谷 彰宏 nakatani@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 永島 壮 so.nagashima@ams.eng.osaka-u.ac.jp

マイクロダイナミク
ス研究室

http://www.md.a
ms.eng.osaka-u.a

c.jp/
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　力学的な環境の変化は内部構造の変化をもたらしますが、ミクロな不安定
性は時空間スケールの階層を超えるとマクロに新しい機能を発現する原動
力となります。固体力学・材料力学・生体力学・応用数学を基礎とした現象の
概念モデルと数学モデルの提案、その理論応用力学・計算力学解析および
実験によって、このような機械システムのさまざまなスケールに現れる形態と
力学の関わりを探究します。内部応力をミクロ構造に組込んだ新しいファブリ
ケーション技術、局所不安定性メカニズムを積極的に応用した機能表面や
界面の形成に関する研究に取り組んでいます。新しい機械システムや材料
システムの構成・設計原理に対する学理を構築することを目指しています。

■教授 平田 勝弘 k-hirata@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 新口 昇 noboru.niguchi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

知能アクチュエータ
・

センサデバイス創成
研究室

http://www.amp.
ams.eng.osaka-u.

ac.jp/

■准教授 宮坂 史和 miyasaka@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　FSW（摩擦攪拌接合）は、その適用範囲をアルミニウム材料だけでなく、鉄
鋼材料へと広がろうとしています。さらに鋼－アルミニウムの異材接合への展
開が期待されています。当研究室では、粒子法を用いた熱・電磁流体のシミュレ
ーションモデルの応用として、この異材接合プロセスの現象解明を試みていま
す。本テーマは、ＮＥＤＯ／ＩＳＭＡプロジェクトの一部として、ここ数年研究を進
めている状況で、今後も
様々な摩擦接合プロセ
スへの適用を進め、高温
固体金属の流動現象の
解明および最適な接合
条件の予測を可能にす
ることを目標としています。

熱・電磁流体解析研
究室

http://www.amp
.ams.eng.osaka-

u.ac.jp/

　菅沼研では、次世代パワーエレクトロニクスに関連する実装
材料の開発について、複数の研究プロジェクトを推進していま
す。また、プリンテッドエレクトロニクス（PE）技術についても研
究を継続して展開しています。これらの分野では、産学連携が
盛んであり、産学コンソーシアムの運営管理に携わっています。
これらの研究開発の活動を通じて、菅沼研は、多くのメンバーで
構成され、様々な研究成果を挙げることが出来ています。また、
研究室には、海外との共同研究により、毎年、交換留学も長期
滞在しています。写真は、2018年夏の研究室懇親会の集合写
真です。

高機能構造材料創成
研究室

http://www.hfs.a
ms.eng.osaka-u.a

c.jp/

■准教授 萩原 幸司 hagihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　我々の社会を支える基盤的材料から次世代先進材料に
至るまで、各種金属系構造材料の新規開発、特性向上を、
格子欠陥・転位・結晶構造・相安定性・組織形態といった
様々な視点(レベル）からの制御により実現すべく研究を行っ
ています。現代社会が求める多様なニーズ、過酷な要求に応
えるべく、本研究室では軽量、高強度、高耐熱性、生体適合
性、高耐食性といった、複数の機能を同時に高度に併せ持
つ、先進的・multi-functionalな「高機能性構造材料」の創
製を目指しています。現在特に、航空輸送機等の燃費向上
による環境負荷低減を実現する次世代超高温構造材料、自
動車・航空機への適応を目指した軽量超高強度マグネシウ
ムLPSO合金、革新的ミルフィーユ構造材料、ならびに生体
内で溶解することで二次摘出手術を不要とする新規金属イ
ンプラント材料の開発等を進めています。



Takato Horii, Yukie Nagai, Minoru Asada
Best Student Paper Award in the 5th HAI
2017年10月
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2017-2018 受賞

新任の挨拶 離任の挨拶

　

大西 裕也、田中 一晶、中西 英之
HAIシンポジウム2017 学生奨励賞
2017年12月

藤原 弘樹、吉矢 真人、安田 秀幸
第27回日本MRS年次大会 奨励賞
2017年12月

南部 成仁
電気学会優秀論文発表賞 (本部表彰)
2018年3月

Kazuaki Takahara
APSAEM Best Paper Award
2018年7月

Gyunam Kim
APSAEM Best Presentation Award
2018年7月

高原 一晶
電気学会優秀論文発表賞 (部門表彰)
2018年3月

鈴木 悠希
電気学会優秀論文発表賞 (部門表彰)
2018年3月

光藤 健太
生産技術振興協会 海外論文発表奨励賞
2018年4月

浅田 稔
公益財団法人 立石科学技術振興財団 第5回立石賞
2018年5月

菅沼 克昭
フルラス・岡崎記念会 岡崎清功労賞
2018年6月

川節 拓実
日本ロボット学会 第33回研究奨励賞
2018年9月

岩重 朝仁
第32回エレクトロニクス実装学会 春季講演大会
2018年9月

河合 祐司、朴 志勲
日本神経回路学会 優秀研究賞
2018年10月

河合 祐司、朴 志勲、浅田 稔
第32回人工知能学会 全国大会優秀賞
2018年11月

Tsubasa Matsumoto, Michiaki Yamasaki,
Koji Hagihara, Yoshihito Kawamura
Runner-up prize at the poster presentation 
in the 11th international conference on 
magnesium alloys and their applications - 
Mg2018
2018年7月

Yuji Kawai, Tomohiro Takimoto, 
Jihoon Park,Minoru Asada

Babybot Challenge Paper Award 
in the 8th IEEE ICDL-EpiRob
2018年10月

杉原 知道、能美 承太郎
第23回ロボティクスシンポジア 優秀賞
2018年3月

萩原 幸司、池西 貴明、中野 貴由
日本金属学会 第68回金属組織写真賞 (優秀賞)
2018年3月

山本 孝信、杉原 知道
第18回計測自動制御学会
システムインテグレーション部門講演会 優秀講演賞
2017年12月

陳 伝トウ
IEEE CPMT 
Japan Chapter Young Award (2017)
2018年4月

櫛田 佳那、中西 英之
International Conference on Collaboration 
Technologies (CollabTech2018) 
Best PaperAward
2018年9月

李 財富
田中貴金属記念財団 2017年度
「貴金属に関わる研究助成金」奨励賞
2018年3月

　近年のAI技術は、BigDa t aを大容量高速
GPGPUで深層学習の力ずくの処理に任せる「量」
に頼ったシステムが多く、必ずしも人間との円滑なコ
ミュニケーションでできているとは言えません。高度
に発達したSNS社会では、若年層は逆に情報孤立
を招いている傾向があること、また超高齢社会では、
人工物とのコミュニケーションが「量」に任せたシス
テムでは難しく、両方の課題を解く鍵は、人工知能
が人間に共感し心触れ合うような「質」的なコミュニ
ケーションを提供することと考えられます。このプロジ
ェクトでは、これを実現する人工知能を共感知能と
呼び、表層的なコミュニケーションではなく、より深い
理解に基づく適応的人工システム（共感知能）を米

国の著名な研究者との協働により実現することを最
終目標としています。最初の二年間の先導研究で
は、共感知能モジュールの構成要素である、（1）バイ
オメトリクスによる人物理解モジュール、（2）マルチ
モダル言語コミュニケーションの対話スキルモジュー
ル、（3）共感原理にもとづく人工共感モデルの構築
を目標としています。
　人工知能が人間に共感し心触れ合うコミュニケー
ションを実現するための知能を共感知能と呼び、本
先導研究課題では、以下の３つの課題と６つのサブ
課題について、日米の研究者、とくに若手研究者を
含めて取り組みます。

　もう一つは、「高効率・高速処理を可能とするAI
チップ・次世代コンピューティングの技術開発／次
世代コンピューティング技術の開発／未来共生社
会にむけたニューロモルフィックダイナミクスのポテ
ンシャルの解明」で、当初３年間の先導研究から初
めて、同じく最長５年のプロジェクトです。代表は浅
田ですが、共同提案者に九州工業大学、日立製作
所、産総研が加わり、阪大からの再委託先として、
東京大学、北海道大学、京都大学、立命館大学が
含まれています。
　次世代コンピューティング技術の開発における最
大の課題は、回路・デバイスからシステム応用までを
有機的に結ぶコンピューティング方式が定まってい
ないことです。この問題の抜本的な解決にむけて、ニ
ューロモルフィックコンピューティングに着目し、上記
の課題を解決するための基本理念としてニューロモ
ルフィズムを提案・共有し、これに基づき、理論神経
科学、構成的計算神経科学の新たな原理としてニュ
ーロモルフィックダイナミクス理論を打ち立てます。

⑤ニューロモルフィック工学に応用展開する神経科
学･物理･数理工学の利用
⑥ニューロモルフィックハードウェアのためのアナロ
グメモリ技術とその実装・応用
⑦脳型ハードウェアの産業界適用に向けた基礎検討
⑧ニューロモルフィックダイナミクスのためのスピン
レザバー計算機の探索
　浅田は退職後、大阪大学先導的学際研究機構 
共生知能システム研究センターの特任教授（戦略
顧問）として、引き続き研究活動に専念する予定で
すので、今後共よろしくお願いいたします。

そして、日本独自のものづくりを活かしたニューロモ
ルフィックコンピューティング基盤技術の構築を可能
にする課題を探索する以下の課題を進めます。

①デバイス開発からシステム応用に至る超域分野
「ニューロモルフィックダイナミクス」の構築と検証
②脳と身体のニューロダイナミクス
③サイバネティックコンピューティング基盤技術の創成
関連する予備検証、調査を進め、上述の目的実現の
見込みを立てる。
④非線形ダイナミクス･確率･ゆらぎ理論の適用

古賀　大尚
特任助教

　平成30年5月1日付で、大阪大学・産業科学研究所・自然材料

機能化研究分野に准教授として着任しました。それに伴い、同大

学・応用化学専攻の協力講座に異動することになりました。平成

24年4月に着任してから6年もの間、知能・機能創成工学専攻の

皆様には大変お世話になりました。先生方、事務の方々、学生の皆様に、この場をお借りし

て深く感謝申し上げます。専攻は変わりますが、今後も産業科学研究所にて、樹木セル

ロースナノファイバーや紙をはじめとする自然由来材料の触媒・電子機能創発研究に取り

組んでまいります。引き続き、どうぞ宜しくお願い致します。

恵久春　佑寿夫
特任助教

　私は、2012年3月に大阪大学大学院工学研究科環

境・エネルギー工学専攻エネルギー材料工学領域におい

て博士学位を取得しました。その後、2016年4月までに、

博士後期課程在籍時と同じ研究室において特任研究員

として、Siの熱電性能向上に関する研究に取り込んでき

ました。それから、福井大学附属原子力工学研究所に特命助教として原子力燃料被

覆管材料やセラミックス材料の熱及び機械的特性に関する研究に取り込んでいまし

た。2018年4月1日から菅沼研に(7月１日から特任助教)着任し、熱電変換モジュール

の半導体実装技術に関する研究を行っています。最近の研究成果を通じて、世界を

変えることができる素晴らしいノウハウを蓄積できていると深く感じています。これから

も、全力で研究や教育活動に取り込み世界に誇れる技術開発をしていきたいです。

新任(配属先) 離任(異動先)

平成30年6月1日 特任助教 恵久春 佑寿夫 
●環境調和エレクトロニクス実装研究室

平成30年3月31日 特任助教 石名 敏之
平成30年5月1日 特任助教 古賀 大尚  
●自然材料機能化研究分野

平成31年3月31日 　教授　南埜 宜俊
●定年退職
平成31年3月31日 　教授　浅田 稔
●定年退職

本年度から始まったNEDOの２つのプロジェクトを
紹介します。一つは、「次世代人工知能・ロボット中
核技術開発／次世代人工知能技術の日米共同
研究開発／パーソナルインタラクションに向けた
共感知能技術の研究開発」で、２年間、最長５年
のプロジェクトです。浅田が代表で、産業科学研
究所の村松大吾准教授、データビリティフロンティ
ア機構の中島悠太准教授らと一緒に研究開発を
進めています。

教授 浅田 稔

１ バイオメトリクスによる人物理解モジュール
  １－１    近距離・遠距離バイオメトリクスによる個人認証・属性推定技術開発
  １－2　  遠距離バイオメトリクスによる人物理解技術開発

3 共感原理にもとづく人工共感モデルの構築
  3－１    共感発達原理の構築
  3－2　  遠距離バイオメトリクスによる人物理解技術開発

2 マルチモダル言語コミュニケーションの対話スキルモジュール

  2－１    パラフレーズや共参照解析システムの開発
  2－2　  視覚情報や知識グラフを基にコンテキストを考慮する
             対話システムの実現

エ    ク   バル　     ユ   ス   フ




